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夕暮れ時に「まだ明るい」と感じていても、周囲は徐々に薄暗くなり視界が悪くなります。そのような時間帯 

を運転中に歩行者が道路を横断しようと自車の前に出てきたら、あなたは事故を回避できますか？ 

今月は薄暮時間帯に安全走行するためにはどうしたらよいのかをみてみましょう。 

 

  

■薄暮時間帯の死亡事故（時間当たり）を当事者別にみると、 

「自動車対歩行者」が４９％を占め、昼間と比べ約 2.5 倍 

も多くなります。（右図） 

薄暮時間帯は、周囲の視界が徐々に悪くなるためドライバー 

も歩行者も互いの存在に気付くのが遅れたり、距離や速度が 

わかりにくくなったりするため、歩行者との重大事故を起こ 

す危険性が高まります。 

 

 

■それでは、薄暮時間帯に、いち早く危険に気付き、安全に走行するためには、どうすればよいかを 

みてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全運転ニュース 
（有）リスクナインの 
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10 月になると 16 時ごろに薄暗くな

り始めます。「まだ明るい」と感じてい

ても視界は徐々に悪くなっています。 

視界を十分確保するために、ヘッドラ

イトはハイビームにして走行し、先行

車や対向車がいる場合にはロービー

ムに切り替えましょう。 

周囲が暗くなり、視界を流れる

景色がほとんど感じられなく 

なると、実際の速さより遅く感じてしまう傾向

があります。 

時々スピードメーターで確認し、昼間より速

度を抑えましょう。 

薄暮時に起きた歩行者の死亡事故件数を自動車の

速度別にみると時速 30～60kmが多くなります。 

横断歩道手前で自動車が十分に減速していないこ

とが見て取れます。この先に横断歩道があることを

示す標識や表示が現れたらいつでも止まれるように

しましょう。 

夜間は道路の右側から横断してきた歩行者との死

亡事故が多くなります。 

薄暮時から夜間は常に「道路の右側から横断する

歩行者がいるかもしれない」と考えて注意を怠らな

いようにしましょう。 


